
千葉⼤学SEEDS基⾦
令和元年度 収⽀報告書



◆SEEDS基⾦（修学⽀援基⾦を含む）収⽀

収⼊

区分 ⾦額（円）

奨学⾦・⽀援⾦ 30,055,240

海外渡航⽀援 11,890,520

課外活動団体への⽀援 5,247,360

図書館への本の設置 1,350,000

その他 10,227,600

使途特定 翌年度繰越額 35,172,849

合計 93,943,569

区分 ⾦額（円）

経済的に困窮かつ
優秀な学⽣への奨学⾦ 2,600,000

家計急変者への奨学⾦ 500,000

合計 3,100,000

◆修学⽀援基⾦収⽀

令和元年度収⼊額 令和元年度⽀出額 収 ⽀

88,479,343円 93,943,569円 ▲5,464,226円

⽀出

区分 件数 ⾦額（円）

卒業⽣ 1,585 43,878,916

法⼈ 52 15,014,072

保護者 303 9,614,563

教職員 76 4,220,447

その他 107 15,751,345

合計 2,123 88,479,343

⽀出

区分 件数 ⾦額（円）

卒業⽣ 149 5,977,000

保護者 61 4,633,000

法⼈ 4 1,070,000

教職員 7 578,693

その他 7 3,600,000

合計 228 15,858,693

収⼊

（SEEDS基⾦全体の約18%）

（SEEDS基⾦全体の約5%）

卒業⽣
法⼈
保護者
教職員
その他

奨学⾦・⽀援⾦

海外渡航⽀援

課外活動団体への⽀援

図書館への本の設置

その他

3,006万円
（51.1%）

卒業⽣

保護者

法⼈

教職員

その他
463万円
（29.2%）

107万円
（6.7%）

360万円
（22.7%） 経済的に困窮かつ優秀

な学⽣への奨学⾦

家計急変者への奨学⾦260万円
（83.9%）

4,388万円
（49.6%）

1,501万円
（17.0%）

961万円
（10.9%）

422万円
（4.8%）

1,575万円
（17.8%）

1,189万円
（20.2%）

524万円
（8.9%）

135万円
（2.3%）

1,023万円
（17.4%）

598万円
（37.7%）58万円

（3.6%）

50万円
（16.1%）
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被災などにより家計が急変し経済的支援
が必要となった学生や、優秀でありながら
も経済的に困窮している学生に奨学金を
支給した。

グローバル人材の育成を目指し、学
生の海外渡航や、若手研究者の海外
での研究活動のための渡航費を助
成した。

学生が希望する、学業に関する
書籍等を図書館に設置した。

顕著な成績を修めた公認課外活動
団体（サークル活動）への支援等を
行った。

松戸キャンパスのアカデミック・リンクの整
備や、学部周年記念事業を支援した。

基金
寄付額

17,824名の方から、
765,490,529円のご寄付を頂戴
いたしました。

令和2年3月末現在

千葉大学SEEDS基金は、
チャレンジを支え、人を育てる基金です

―いただいたご寄付により、様々な支援を行っています―

令和元年度
支援金額

5877

千葉大学は、平成18年にＳＥＥＤＳ基金を創設し、
多くの皆様からご支援いただいております。
寄せられた寄付金は、大切に運用しながら、本学の教育研究活動等に活用しています。

その他

奨学金・支援金の給付

図書館への本の設置

課外活動団体への支援

海外渡航支援



学⽣からの感謝の⾔葉

ドイツにて研究発表を⾏いました。⻑期的な滞在で⾃⾝で全額負担す
ることは難しく、実⾏にうつすか諦めるか悩んでいた為、⾮常に助け
ていただいたと感じております。⾔葉や⽂化の異なる海外で研究活動
を⾏うといった経験は、⼤きな刺激となり⾃⼰成⻑に繋げることがで
きました。（園芸学研究科１年）

ご⽀援いただきありがとうございました。

ご⽀援のおかげで、躊躇していた⽂献取り寄せや研修に参加すること
ができました。今後も⼀層努⼒をして、被災した妊婦や⼦ども達のた
めの研究に取り組んでいきたいと思います。（看護学研究科３年）

ヨーロッパへのボランティアであったので、あと⼀歩が踏み出せない
状態でした。このような奨学⾦があることを知り、⾃分の中でモルド
バに⾏くぞという気持ちが⾼まりました。⼈⽣の中で経験できないで
あろうことを経験できとても良かったです。（国際教養学部２年）

留学に際し、研究者と⼤学院⽣ばかりの環境に⾃分が何ができるか不
安も多くありました。しかし、研究に対する姿勢や医療の在り⽅など
様々な視点から多くのことを考えさせられました。限られた期間でし
たが、⾮常に⼤きな財産になったと感じています。（医学部４年）

家庭の事情で経済的に余裕がありませんでしたが、研究を続け学びた
いという強い思いがあって⼤学院に進学しました。奨学⾦をいただい
たことで、学会や研究会に参加することができ、⾃分の研究成果を発
表することができました。⼩学校教員になることは幼いころからの夢
だったので、学校教育に真摯に携わっていくことで、感謝の気持ちを
表現できればと思います。（教育学研究科２年）
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